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　10年振りに亥鼻に伺ったことが契機となり，
ニューヨーク大学での滞在記を書かせていただく
ことになりました。私は，平成 5年に本学を卒業
し，平成14年まで故山口豊名誉教授，藤澤武彦名
誉教授，吉野一郎現教授が主宰されております呼
吸器外科に所属しておりました。学位取得のた
め，旧遺伝子制御学講座（斉藤隆教授）で免疫学
を学んだことがきっかけで，現在，理化学研究
所，免疫・アレルギー科学総合研究センターに
てT細胞受容体のシグナル伝達の研究を行って
おります。基礎研究の道へ進んだ当初，自分のラ
イフワークになるような題材はないか模索してお
りましたところ，まだ本学に助手としておりまし
た2003年10月，偶然にも 1週間ビジターとして
ニューヨーク大学を訪れる機会を得，現在の私の
研究の柱となる貴重な体験をいたしました。
― 免疫シナプスとの出会い ―
　私が訪米した当時，顕微鏡の技術的革新と共に
蛍光化学物質やGFPに代表される蛍光蛋白質の
応用とが相まって，「シグナルを観る」動きが進
みつつありました。免疫学におけるそのパイオニ
アがニューヨーク大学Skirball研究所のMichael 
Dustin博士です。T細胞受容体と主要組織適合遺
伝子複合体MHCが単離された当初から，T細胞
が抗原提示細胞から情報を得る際， 2つの細胞の
接着面には神経細胞のシナプスに類似した構造が
存在するだろう，と予想されておりました。1999
年に，Dustin博士は非常にエレガントな方法で
その存在を証明し，「免疫シナプス」と名付けま
した。米科学雑誌ScienceのArticleと表紙を飾っ
た彼のクリアなイメージングの基となった技法こ
そがPlanar bilayerであり，ニューヨークにまで
送られた私が修得すべきテクニックでした。そも
そも 2つの球体の接着面は非常に観察しにくいも
のですし，T細胞にも抗原提示細胞にも沢山の突
起があります。Planar bilayerとは，ガラス表面
上に作成した細胞膜構成成分＝リン脂質の二重膜
のことで（皿に付着した洗い残しの油のイメー
ジ），その上にMHCや接着分子などのリガンド
を，流動性を保持したまま突き刺していきます。
この上に落下したT細胞は，T細胞が抗原提示細
胞と遭遇したときと同じようにPlanar bilayerと
接着し始めますので，ガラス平面上で起こる現象
を下から顕微鏡観察すれば良い訳です。私たち
は，このシステムと，高解像度の共焦点レーザー
顕微鏡や全反射蛍光顕微鏡とを融合することが出
来れば，さらに詳細な解析ができると考えまし
た。
― にわかニューヨーカーの生活 ―
　しかし， 1週間でそのような高度なテクニッ
クを修得できる訳もなく，最初からの珍道中と
なりました。海外留学の経験もなく，大学入試
程度の英語力でJohn F. Kennedy空港からイエ
ローキャブに乗り込み，いざ教えられた住所に
到着しましたが，どうやらDustinラボはニュー
ヨーク大学病院の中にあるようです。出勤中の
病院職員や患者の列に紛れて受付を過ぎようと
したところ，9. 11の記憶も新しいニューヨーク
では 1週間分の荷物が詰まったジュラルミンの
スーツケースを引くアジア人は怪しい存在のよう
で，エントランスで IDカードをチェックする大
きな黒人ガードマンに尋問され，ようやくラボ
まで辿り着きました。しかし，肝心のDustin博
士は留守で，「誰かそんな話聞いている?」とい
うポスドク同士の会話の中，とりあえず病院内
にあるポスドク&ゲスト用アパートメントの一
室に案内され，ホッと一息。しかし，ラボに戻
れば，Planar bilayerを教えてくれる予定のテク
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スドクと大学院生などを合わせて総勢12人，イン
ド以外にもカナダ，イスラエル，イタリア，フラ
ンス，台湾，中国など海外組が半分。彼らはマン
ハッタンでの生活を満喫している様子で，朝は
9－10時に出勤，夕方も17－18時には居なくな
り，ランチは毎日近所のデリに出張しては，今日
はイタリアン，明日は中東料理，その次の日はカ
レーなどテイクアウトを楽しんでいるようでした
し，ラボに 1台しかないPCRマシンもほぼ停止
しているという業績論文からは想像もつかない
ほどゆったりとしたラボでした。「週末は鍵が掛
かっていて入れないからね」と土日はオフにな
り，私も余りある時間で美術館やブロードウェイ
などニューヨーク観光を満喫し，証券会社でト
レーダーをしていた高校時代の同級生にウォール
街の話を聞いたり，Rockefeller大学にいた研究
室の先輩にアジア系研究員しかいない夜中の大学
を案内してもらったりしました。周囲に日本人が
いない環境だったからでしょうか，どうしても
Planar bilayerを修得して帰らねばという義務感
からでしょうか，一般的に日本人は内向的だと十
把一絡げに思われないよう積極的にラボメンバー
に話しかけていたお陰で，Rockefellerの大学職
員寮も兼ねた高層アパートの最上階で催されたハ
ロウィンパーティー呼ばれ，野球のユニフォーム
を着た自称松井秀樹や，浴衣に身をくるんだ自称
Geishaなどにも遭えましたし，たまたまDustin
ラボに移籍していたMITの大学院生がインド人
女性と結婚するからとインド料理レストランで開
かれたウエディングパーティーに呼ばれたりもし
ました。結局，前述のテクニカルスタッフToby
とはこのパーティーで初対面しましたが，週明け
の月曜日，実験に用いる蛋白精製の方法を教えて
欲しいと嘆願したところ，彼女は大笑いしながら
「あなたがM. D. Ph. D. とは信じられないわ，学
生かと思った。蛋白精製を学びに来る人は皆，半
年ラボにJoinして，それでも上手くいかない場
合が多いのよ。残り二日じゃ無理でしょ。」と即
却下。私の目論みはこの時点で一掃されてしまい
ました。しかし，その後もラボミーティングや研
究所合同のジャーナルクラブ，他大学からの招待
者によるセミナーに参加したり，ハロウィンで友
達になった台湾人の，軍隊のように仕事をしてい
ニカルスタッフToby Starrは「Vacation中，来
週まで戻らない」とのこと，急遽，ポスドクの
Rajat Varmaがオリエンテーションをしてくれ
ることとなりました。Rajatはインドの生物物理
学の第一人者Bangalore農業科学大学のSatyajit 
Mayor教授の下でNature論文を書き上げ，鳴り
物入りでDustinラボに移ってきた新進気鋭のポ
スドクです。帰国後も良き相談相手でしたが，半
日かけて一通りPlanar bilayerの予備実験が終了
すると「もうこれ以上教えられることはない」と
のことで，伝授完了。後から聞くところによる
と，この手技も概して手の大きいアメリカ人は数
日かかって修得するようでした。残りの木金の
一日半はRajatの後に付いて，インド流の妙な時
間の流れのある彼の実験を見ているだけでした
が，免疫学に関しては私たちの方がスキルも上
で，自分の研究室との格差を体験できた程度でし
た。その後に対面できたDustin博士はpositive & 
easy thinkingかつcreativeな研究者でした。ラ
ボの全てを把握しているようで，誰に何を聞いて
も最終的には「Mikeに聞かないと」に行き着き
ますので，信頼も厚いのでしょう。Brooklyn訛
かつセンテンス毎に“you know”を挟む弾丸の
ような英語は非常に聴き取りづらかったのです
が，私の未熟な質問にも前向きに答えて戴きまし
た。Rajatを含めラボメンバーもみな親切で，ポ
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アパートメントからの眺め
173ニューヨーク滞在記
は彼らより精巧なシステムを構築することができ
ました。彼らが生物物理学的視点からアプローチ
したことに対し，私たちが得意とする細胞生物学
的かつ生理学的なエッセンスを加えられたこと
も，良かったのかも知れません。また，全く独立
して研究を進めていたのにもかかわらず，ほぼ同
じ内容で論文が仕上がり，幸いにもこのFriendly 
competitionは私たちが勝利を収めました。免疫
シナプスがさらに小さなシグナル伝達分子の集合
体から形成される，という概念は，これまで免疫
シナプスが抱えていた矛盾点や，T細胞活性化メ
カニズムに関する諸処の仮説をクリアに説明する
ものでしたし，私の造語“Microcluster”はこの
後世界中で使われるようになりました。この原稿
を書いている今も，フランスからの学生が共同研
究に訪れ，今週のNature Articleには我々の論文
が引用されています。たかだか一週間でしたが，
この人生の転機を与えてくれたともいえるニュー
ヨーク滞在はかけがえのない体験であり，毎朝，
不安と少しばかりの希望で眺めていた摩天楼は，
未だに目に焼き付いています。
る中国本土系ラボを見学に行ったり，にわか留学
生を満喫しました。Skirball研究所には，CD4や
CD8を単離しHIV感染の受容体であることも発
見したDan Littmanが活躍しておりましたし，地
の利がよいせいか，セミナーのゲストも第一級
で，（周囲からの誘惑に負けなければ）研究環境
は非常に良いと感じました。ラボ行事の合間合間
に事前に戴いていた蛋白精製に関するプロトコー
ルを読み，考え得る質問を全てTobyに投げか
け，身振り手振りで教えて貰ったものの，Planar 
bilayerの妄想が膨らんだだけで帰国することに
なります。
― ジャパン・メイド ―
　そんなこんなで私のニューヨーク大学滞在はプ
ロトコールを戴いた程度の収穫しかありませんで
したが，帰国後，このプロジェクトを始動させる
ことになります。想定外のアクシデントも多々起
こりましたが，上手く行く保証がない分，最善の
方法を模索しながら複雑なプロトコールを日本流
に解釈して行き，それが功を奏してか，最終的に
